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地方独立行政法人神戸市民病院機構第４期中期目標（案） 

目次 

 前文 

 第１ 中期目標の期間 

 第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

  １  市民病院としての役割を踏まえた医療の提供 

２ 地域医療機関との連携強化及び地域への貢献 

３ 信頼と満足が得られる医療の提供 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 優れた専門職の確保と人材育成 

２ 効果的かつ効率的な業務運営体制の構築 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

１ 経常収支目標の達成 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ ＤＸの推進 

２ 情報セキュリティ対策 

３ 西市民病院の再整備 

附則 

 地方独立行政法人神戸市民病院機構（以下「市民病院機構」という。）は平成

21 年の法人設立以降、市民の生命と健康を守るという基本理念のもと、質の高い

標準医療をはじめ、本市の医療政策の中で担うこととしている救急医療、小児・

周産期医療、感染症医療、高度医療及び専門医療など（以下これらを「政策的医

療」という。）を行い、特に、新型コロナウイルス感染症の対応においては市内

における中核的な役割を果たすなど、市民病院としての公的役割を果たしてきた。  

今後、人口減少・高齢化のさらなる進展による疾病構造や医療需要の変化、生

産年齢人口の減少など、医療を取り巻く状況が大きく変化していく中においても、

新興感染症への対応に加え、働き方改革の推進や医療ＤＸ（デジタルトランスフ

ォーメーション）・情報セキュリティ対策強化に取り組み、４病院（中央市民病

院、西市民病院、西神戸医療センター、神戸アイセンター病院）がそれぞれの役

資料１ -１  
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割に応じた、政策的医療を安定的に提供していく必要がある。そのためにも、職

員が誇りと使命感を持って働き、職員からも選ばれる病院となるよう環境づくり

にも努めなければならない。 

また、地域包括ケアシステムの推進に向け、介護・福祉施設等との連携強化を

進めるとともに、本市医療政策へ貢献しなければならない。さらに、神戸医療産

業都市と連携し、医療分野における新たなイノベーションの創出にも寄与しなけ

ればならない。 

経営面では、４病院それぞれが機動的かつ戦略的な病院経営を行い、ポストコ

ロナにおける患者の受診動向の変化等も踏まえた経営基盤の強化を図り、長期的

視点に立った安定的な経営を行う必要がある。 

これらについて、市民病院機構としてのガバナンス（組織を統治する機能や能

力）を発揮することにより、上記の使命を果たすことを求めるため、ここに市長

が市民病院機構に示す基本的な方針である第４期中期目標を制定する。  

第１ 中期目標の期間 

   令和６年４月１日から５年間とする。 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

 １  市民病院としての役割を踏まえた医療の提供 

⑴   中央市民病院の役割 

ア 日本屈指の救命救急センターとして、全国トップレベルの応需率を維

持するなど、あらゆる救急疾患から市民の生命を守るため全力を尽くす

こと。 

イ 市域全体の基幹病院として求められる高度な専門医療を提供すること。

また、メディカルクラスター（神戸医療産業都市に集積する高度専門病

院群）との連携を推進すること。 

ウ 神戸医療産業都市の中核機関として、最先端の治験・臨床研究を推進  

し、市民にいち早く新しい医療を提供できるよう取り組むこと。  

エ 総合周産期母子医療センターとして、高度な小児・周産期医療を安定

的に提供すること。 

⑵   西市民病院の役割 
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ア  救急車受入患者数を 4,000 人以上とするなど、地域の医療機関と連携

した 24 時間体制の救急医療を提供すること。 

イ 高齢化の進んでいる地域の医療機関として、低侵襲医療とＡＤＬ〈日

常生活動作〉を重視し、治し・支える医療を提供すること。  

ウ 地域のハイリスク分娩に対応できる周産期医療を提供すること。  

エ 市街地西部の中核病院として、地域需要に対応した小児医療を提供す

ること。 

オ 地域の高齢化により増加する認知症患者に対する専門医療を提供する

こと。 

⑶   西神戸医療センターの役割 

ア 救急車受入患者数を 4,500 人以上とするなど、地域の医療機関と連携

した 24 時間体制の救急医療を提供すること。 

イ 神戸西地域の中核病院として、全日深夜までの小児救急医療をはじめ、

地域における小児救急・小児医療の拠点機能を果たすこと。  

ウ 地域医療機関での受け入れが困難なハイリスク分娩への対応など、地

域周産期母子医療センターと同程度の機能を果たすこと。  

エ 地域がん診療連携拠点病院として、がん患者への幅広い支援を行うと

ともに、集学的治療（様々な治療法を組み合わせた治療）を提供するこ

と。 

オ 市内唯一の結核病棟における結核医療の中核機能を提供すること。  

⑷   神戸アイセンター病院の役割 

ア 神戸市域における眼科中核病院として、市民をはじめすべての患者に

対し標準医療から最先端の高度な眼科医療まで質の高い医療を提供する

こと。 

イ 神戸医療産業都市における眼科高度専門病院として、眼科領域に関す  

る臨床研究及び治験を通じて次世代医療を開拓していくこと。  

ウ 眼に関するワンストップセンター（研究、治療、リハビリテーション、

社会復帰まで一貫して対応する施設）として、視覚障害者支援施設等と

連携したロービジョンケア（視覚に障害がある人に対する支援）の提供
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により患者の日常生活を支援すること。 

エ 眼科領域に関する診療・臨床研究を担う未来の医療人材を育成するこ

と。 

⑸   共通の役割 

ア  災害医療の提供 

阪神・淡路大震災の経験等を生かし、災害発生時は、各病院がそれぞ

れの役割に応じた災害医療を提供すること。また、神戸市地域防災計画

等に基づき、市長の要請に応えるとともに、自主的な判断でも医療救護

活動を行うこと。そのために３日間以上の食料や医薬品等を備蓄するな

どの必要な対策を講じること。 

イ 新興感染症等への対応 

新興感染症も含め、感染症医療について各病院がそれぞれの役割に応

じて、本市等と連携しながら率先して取り組むこと。 

２  地域医療機関との連携強化及び地域への貢献 

⑴   地域医療機関との連携強化 

地域医療機関等を交えたカンファレンスを積極的に実施するなど、地

域の医療従事者との情報共有を行い、地域医療機関との連携強化を進め

るとともに、患者が住み慣れた地域で医療や介護を受けながら自分らし

い生活ができるよう、急性期医療の提供を通じて、地域の医療・介護・

福祉関係者と連携し、患者とその家族等を支援するなど、地域包括ケア

システムの推進と円滑な運用に努めること。 

【指標】 

 紹介率 逆紹介率 

中央市民病院 70％以上 133％以上 

西市民病院 57％以上 113％以上 

西神戸医療センター 76％以上 81％以上 

⑵   人材育成等における地域貢献 

臨床研修医・専攻医の受け入れや医療系学生に対する教育研修制度を

充実させるなど、地域全体の医療の質の向上に取り組むこと。  
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⑶   市民への情報発信 

市民及び患者に対し、市民病院の特色や経営状況などについてわかり

やすく情報提供を行うとともに、健康づくりのための情報発信を積極的

に行うこと。 

３  信頼と満足が得られる医療の提供 

⑴   患者の意思決定の支援 

相互理解による患者の意思決定を尊重したインフォームド・コンセン

ト（患者へのわかりやすい説明を行った上で同意を得ること。）を徹底す

るとともに、セカンドオピニオン（診断や治療方針について主治医以外

の医師から意見を聴くこと。）を充実し、満足と信頼が得られる医療を提

供すること。 

⑵   医療安全対策の徹底 

 十分な医療安全管理体制を構築するとともに、職員の医療安全意識の

醸成に努め、医療事故の予防及び再発の防止に取り組むこと。  

⑶   医療の標準化 

クリニカルパス（入院患者に対する治療内容を標準化した計画書）の

充実と活用に取り組むことで医療の質の向上と標準化を図り、患者に最

適な医療を提供すること。 

⑷   患者サービスの向上 

患者及びその家族の立場に立って、患者に対するサービスの向上に努

め、患者満足度 95％以上をめざすこと。 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 １  優れた専門職の確保と人材育成 

⑴   職員の能力向上等への取り組み 

    病院で働く職員の能力の高度化及び専門化を図るため、優れた専門職の

確保に努めるとともに人材育成に取り組むこと。 

⑵   医師等の働き方改革の推進 

    持続可能な医療提供体制を維持するため 、ＩＣＴの活用やタスクシフ

ト・タスクシェアの推進等により、医師をはじめとした全職員の働き方改
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革を推進すること。 

⑶   職員が意欲的に働き続けることのできる環境づくり 

    職員の努力や貢献度が適正に評価される人事給与制度や柔軟な勤務体制

の構築、ハラスメント対策等、職員が意欲的に働き続けることができる環

境づくりに取り組むこと。 

 ２  効果的かつ効率的な業務運営体制の構築 

   医療や病院経営を取り巻く環境の変化に対し、迅速かつ効果的・効率的に

対応できる業務運営体制を構築すること。また、関係法令の遵守（コンプラ

イアンス）を徹底し、業務運営の透明化を推進すること。 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

 １  経常収支目標の達成 

⑴   経常収支目標の達成に向けた収入確保及び費用の最適化  

    各病院が機動的かつ戦略的な病院経営を行い、経常収支比率 100％以上

を達成すること。 

そのため、地域連携の強化による新規患者の受け入れなどにより、安定

的に収入を確保するとともに、業務の効率化を通じて費用の最適化を図る

こと。 

⑵   計画的な投資の実施 

    各病院の役割や社会情勢の変化、市民ニーズ等を踏まえ、計画的かつ効

果的な投資を行うこと。 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１  ＤＸの推進 

  全国医療情報プラットフォームをはじめとする国の医療ＤＸの方向性を注

視しながら、ＡＩやＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）、

市民病院間の医療情報の共有・連携のための情報統合基盤を活用し、業務の

抜本的な見直しや効率化を図るとともに、医療機能や患者サービスの向上、

職員の働き方改革等につながる医療ＤＸを積極的に推進すること。 

２  情報セキュリティ対策 

  高度化するサイバー攻撃によるリスクを回避、低減する技術的対策の強化
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やＢＣＰの適宜見直しなど必要な情報セキュリティ対策を講じ、市民への医

療提供が途切れることがないよう努めること。 

３  西市民病院の再整備 

  本市が示した新西市民病院整備基本方針を踏まえ、本市と十分に連携を図

りながら、救急医療、感染症・災害医療の強化や地域包括ケアシステムの推

進など、市街地西部の中核病院として担うべき役割の実現に向け、令和 10

年度中の開院をめざして西市民病院の再整備に取り組むこと。  

とりわけ、新興感染症発生初期の患者受け入れなど、感染症対応を強化す

ること。 

 



第４期中期⽬標（案）に対する市⺠意⾒の募集結果

番
号

項⽬ 対応 提出意⾒ 回答

1 全般

（PDCA）
第４期中期⽬標については、細部は中期計画に託すとしても第３期⽬標の振返りを
踏まえて作成する（所謂PDCAサイクルを回す）ことが肝要であると思いますが、
この点の記述がなくこれまでの⽬標に対する進捗状況が不明確です。もし進捗が
捗々しくないのであればその対策を記述すること（新中期計画への課題付与という
形かも知れませんが）は極めて大切ではないでしょうか

2 全般

（課題への対応と改善点）
過去、市⺠病院にはどのような課題（問題、不⾜点）があり、それに対してどう対
処していくのか（具体的に何がどう変わるのかなど）そのような視点を織り込むべ
き。市⺠の⽬からすれば、何がどう進歩しているのかを知りたい。

3 全般

（市⺠にわかりやすい特⾊づくり）
志が⾼いのはいい事。でも具体的に市⺠に訴えるポイントは何か。⼈材確保の⾯で
も、理想を語るだけの中計では選ばれないだろう。市⺠へ表に⾒えない数字で語る
とか、論外ではないか。作った⼈は少しでも⺠間がどんなものを作っているのか⾒
たのか。これで選ばれる病院になれるのか。よく考えて作った方がいい。

4 全般

（⽬標の特⾊）
書かれている内容は、大規模の医療機関では当たり前のことばかりで、他の中〜大
規模の医療機関と表現は違えど、同じようなことが書かれているだけのようで、非
常に形式的な印象を持ちます。

中期⽬標は、地方独立行政法⼈法第25条に基づき、市が法⼈に対して指示する達成すべき⽬標であり、同条にお
いて、中期⽬標に掲げる事項についても定められています。また、⽬標達成に向けた具体的な取り組みについて
は、法⼈において中期計画・年度計画を策定し、業務を遂行する仕組みとなっています。
このため、中期⽬標では、市⺠病院のあるべき姿やめざすべき基本的な方向性を示していますが、あわせて、本
市の医療施策や各病院や地域の特性等を鑑みて、中期⽬標をとおし、各病院が達成すべき⽬標を神⼾市⺠病院機
構に明確に指示する必要があります。例えば、「第２-１市⺠病院としての役割をふまえた医療の提供」におい
て、各病院に求められる役割等をふまえ、本市の医療施策の中で担うこととしている救急医療や小児・周産期医
療、⾼度医療及び専門医療等について、各病院に応じた⽬標を設定しています。
中期⽬標、中期計画、年度計画を通じて、市⺠病院の特⾊が、市⺠の皆様にとって⾝近でわかりやすいものとな
るよう努めていきます。

意⾒募集を行う際に、神⼾市⺠病院機構の業務実績評価を行う仕組みやその評価結果等についても併せて記載す
べきところ、意⾒募集時に十分な記載ができておらず申し訳ありませんでした。
PDCAサイクルに関しては、地方独立行政法⼈法第28条の規定に基づき、外部有識者で構成される評価委員会へ
の意⾒聴取をふまえ、毎事業年度における業務実績の評価を行うとともに、中期⽬標の期間の最終の事業年度及
びその前年度については、中期⽬標の期間における業務の実績やその⾒込み評価を行っています。
第３期中期⽬標期間においては、平成31年度から令和３年度の３か年の事業実績の評価を行っており、平成31年
度においては、「全体として年度計画を十分に達成し、中期計画の達成に向けて順調に進んでいる」、令和２年
度及び令和３年度においては、「全体として年度計画を十分に達成し、中期計画の達成に向けて特に評価すべき
進捗状況にある」という評価結果となっています。一方で、令和３年度における業務実績評価において、今後の
課題として
・新型コロナウイルスをふまえた新興感染症への対応
・令和６年４月からの医師の時間外労働規制の適用に向けた、より一層強力な医療従事者の働き方改革に向けた
取り組み
・移転後の⻄市⺠病院における感染症対応における機能・体制の確保
・地域の医療機関等との円滑な連携を実現するための、ＤＸの推進
といった項⽬があげられており、これらの課題をふまえ、第４期中期⽬標（案）において、新興感染症の対応や
働き方改革の推進、⻄市⺠病院における感染症対応の強化やＤＸの推進について、新たに⽬標として設定しまし
た。
今後、中期⽬標を達成するための具体的な取り組みとして、中期計画、年度計画等でもこれらの課題を反映して
いきますので、PDCAサイクルが制度化された仕組みとなっています。
なお、評価結果については、神⼾市⺠病院機構のホームぺージで公開しており、各病院の取り組み内容や数値実
績についても掲載していますのでご参照ください。（http://www.kcho.jp/general/keikaku/）。
中期⽬標案の第２-２に「市⺠及び患者に対し、市⺠病院の特⾊や経営状況などについてわかりやすく情報提供を
行う」と記載しているとおり、引き続き、市⺠病院の特⾊を市⺠の皆様に⾝近でわかりやすい内容でお伝えする
よう努めていきます。
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第４期中期⽬標（案）に対する市⺠意⾒の募集結果

番
号

項⽬ 対応 提出意⾒ 回答

5 全般

（計画の管理と柔軟性）
中期計画案は良いと思いますが、計画をしっかり管理し、横道にそれないようにし
て頂きたい。
⻑期計画では、⾼齢者もだんだん少なってくると思われるので、その時にも対応が
可能なように柔軟性を持って行って頂きたい。

中期⽬標の期間については、地方独立行政法⼈法第25条に３年以上５年以下と規定されていますが、中期⽬標で
は、市⺠病院のあるべき姿やめざすべき基本的な方向性を示すことを考えており、本市においては、ある程度中
⻑期的な期間を想定した５年の⽬標期間としています。また、地方独立行政法⼈法第28条の規定に基づき、毎事
業年度における業務実績の評価を行うとともに、中期⽬標の期間の最終の事業年度及びその前年度については、
中期⽬標の期間における業務の実績やその⾒込み評価を行っています。これにより、神⼾市⺠病院機構が本市の
指示する⽬標をふまえ、計画的に業務遂行されているか管理できる仕組みとなっています。
また、今回の第４期中期⽬標（案）についても、⻑期的視点をふまえた本市の地域医療構想に基づき検討したも
のであり、次期（令和11年度以降）中期⽬標を定めるにあたっても、将来の地域医療をめぐる環境の変化や社会
情勢等状況等をふまえて策定することで、⻑期的視点をふまえた病院運営に努めていきます。

6 全般

（前文と⽬標との対応）
「前文」とその後の第2から第5（2.業務の質の向上、3.業務運営の改善及び効率化、
4.財務内容の改善、5.業務運営）の対応が分かりにくいです。

前文には中期⽬標策定の方針、策定にあたり背景となる考え方や大きな方向性を示し、これを具現化する⽬標を
第２以降に項⽬立てて記載しています。
例えば、前文に記載している質の⾼い標準医療は第２-３に、新興感染症への対応は第２-１と第５-３、働き方改
革は第３-１、医療DXは第５-１、４病院それぞれの役割は第２-１と第５-３に、職員からも選ばれる病院となる
ような環境づくりは第２-１と第３-１、地域包括ケアは第２-２、⻑期的な視点に立った安定的な経営は第４-１
に各々対応しています。

7 全般
中期計画
等で検討

（KPIの設定）
各種活動の評価方法として適切なＫＰＩ（KeyPerformanceIndicator）を設定して
中期⽬標を通じて数値を達成したかどうかが分かるようにしてはどうでしょうか。

地域医療の中核を担う基幹病院として、特に重要な救急医療や地域医療に係る項⽬について、救急応需率、災害
医療や紹介率、医療の標準化や患者満⾜度、経常収支比率などのKPI（業績管理評価のための重要な指標）を新
たに中期⽬標に設定しました。中期⽬標の実現を具現化するため、神⼾市⺠病院機構が今後策定する第４期中期
計画・年度計画においてもKPIを設定します。

8 骨子 修正

（介護の重要性）
骨子について、前文で掲げられた課題を下部で整理の上、列記したものであると理
解しますが、例えば前文にある「医療介護の連携強化」を受ける記述が下部ではな
いように思います。特に地域包括ケアシステムにおいては「介護」という要素は不
可欠であると思います。

いただいたご意⾒をふまえ、中期⽬標本文の第２-２⑴「地域医療機関との連携強化」の項⽬について、以下のと
おり修正します。
「地域医療機関等を交えたカンファレンスを積極的に実施するなど、地域の医療従事者との情報共有を行い、地
域医療機関との連携強化を進めるとともに、患者が住み慣れた地域で医療や介護を受けながら自分らしい生活が
できるよう、急性期医療の提供を通じて、地域の医療・介護・福祉関係者と連携し、患者とその家族等を支援す
るなど、地域包括ケアシステムの推進と円滑な運用に努めること。」

9 前文

（重点分野の差別化）
「前文」政策的医療（救急医療、小児・周産期医療、感染症医療、⾼度医療及び専
門医療など）にいくつかの重点医療分野が書かれていますが、書かれていない重点
医療分野が何かが分かりません。例えば、補⾜に（国の定めた？）重点医療分野を
書き出して、神⼾市⺠病院機構がその中のどの分野を取り上げるかが分かる、ま
た、神⼾大学医学部附属病院や神⼾医療センターとの分担（重複分野もあると思い
ますが）が分かるなどしていただきたいです。患者として⾒た場合に、どの医療機
関が適切であるかの判断の参考になります。

市⺠病院は、地域医療の中核を担う公立の基幹病院として、救急や感染症医療、⾼度・先進医療等不採算で特殊
な治療が必要であり、地域の⺠間医療機関では限界のある政策的医療を担う役割があります。前文における政策
的医療にかかる記載は、これらの市⺠病院として担うべき政策的医療の具体例を示しているものです。平成28年
10月に兵庫県において策定された「兵庫県地域医療構想」においても、神⼾圏域における市⺠病院の役割とし
て、市⺠の生命と健康を守るため、救急医療や⾼度・先進医療等の政策的医療の充実を図る必要があると示され
ており、これらの役割等をふまえ、中期⽬標（案）を作成しています。
なお、患者の皆様が医療機関を選択する際、各病院の役割や機能等にかかる情報をより簡単に取得できるように
積極的な情報発信に努めていくため、いただいたご意⾒については、神⼾市⺠病院機構にもお伝えさせていただ
きます。
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第４期中期⽬標（案）に対する市⺠意⾒の募集結果

番
号

項⽬ 対応 提出意⾒ 回答

10 前文 修正

（地域包括ケア）
例えば「地域包括ケアシステム」について「実現」とか「推進」とかの記述があり
ますが、同システムが全く未整備であるとは思われず「実現」との表現はピンと来
ません。内容的には推進や充実といったものではないでしょうか。

いただいたご意⾒をふまえ、前文及び骨子について「地域包括ケアシステムの実現」を「地域包括ケアシステム
の推進」に修正します。

11 前文

（地域包括ケア）
「前文」医療介護の連携強化を進め、地域包括ケアシステムの実現をめざすについ
ては、医療現場と介護現場の溝を小さくするよう対応いただきたいです。地域包括
ケアシステムは医療介護に限らず、全ての医療分野において分担の明確化（患者に
分かりやすい）と連携強化いただきたいです。

12 前文

（地域包括ケア）
地域包括ケアシステムを中心にするとやさしい印象がします。

13 第１

（⽬標期間）
年度計画はあるものの中期⽬標の期間を5年間と定めていますが、昨今の病院を取り
巻く制度の変更や、デジタル化、新たな法令の制定に対応できるのでしょうか。例
えば、新型コロナウイルス感染症の対応の転換が3年かかったように3年程度の方が
良いのではないでしょうか。

14 第１

（⽬標期間）
中期⽬標期間が5年でしたが、可能な期間なのかなと思いました。その他、役割や⽬
標内容は適切だと思います。

中央市⺠病院・⻄市⺠病院・⻄神⼾医療センターにおいては、看護師、医療ソーシャルワーカーなどを配置し、
かかりつけ医やケアマネジャー、訪問看護ステーション、居宅介護事業所等と退院・転院における情報共有を行
い、切れ⽬ない連携に取り組んでいます。また、アイセンター病院においては、福祉施設や訓練施設との連携に
より、患者の皆様に必要な支援やサービスを受けることができる環境を整えています。
いただいたご意⾒をふまえ、中期⽬標本文の第２-２⑴地域医療機関との連携強化の項⽬について、以下のとおり
修正します。「地域医療機関等を交えたカンファレンスを積極的に実施するなど、地域の医療従事者との情報共
有を行い、地域医療機関との連携強化を進めるとともに、患者が住み慣れた地域で医療や介護を受けながら自分
らしい生活ができるよう、急性期医療の提供を通じて、地域の医療・介護・福祉関係者と連携し、患者とその家
族等を支援するなど、地域包括ケアシステムの推進と円滑な運用に努めること。」
引き続き、患者の皆様が安心して地域で療養できるように、地域の在宅診療医や介護施設、訪問看護ステーショ
ン等との連携や支援を強化していきます。

中期⽬標の期間は、地方独立行政法⼈法第25条に３年以上５年以下と規定されています。中期⽬標では、市⺠病
院のあるべき姿やめざすべき基本的な方向性を示すことを考えており、⽬標期間はある程度中⻑期的な期間を想
定した５年としています。⽬標期間中にも、診療報酬改定や新興感染症の発生、新たな技術によるDXの進展など
環境変化が当然想定されることから、神⼾市⺠病院機構において、中期⽬標の達成を具現化するため、神⼾市⺠
病院機構が今後第４期中期計画と年度計画を策定するとともに、必要な場合は⽬標期間中の中期⽬標の変更を含
め、地域医療をめぐる環境変化にも柔軟に対応します。
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第４期中期⽬標（案）に対する市⺠意⾒の募集結果

番
号

項⽬ 対応 提出意⾒ 回答

15 第２

（地域医療機関との連携と⾼齢社会への対応）
１．４市⺠病院が地域医療病院の中核としての地位を確立する。
２．４市⺠病院以外の地域医療機関との連携体制を創造する。（医療技術の⽔平展
開、学閥・門閥の打破）
３．１、２により⾼齢社会に対応した地域医療体制を確立する。

いただいたご意⾒について、前文に記載しているとおり、市⺠病院は、市内における中核的な役割を果たすな
ど、公的役割を引き続き担っていきます。
市⺠病院以外の地域医療機関との連携体制について、第２-２に記載しているとおり、地域医療機関との連携強化
を進めるとともに、地域の医療従事者の育成に努め、臨床研修医・専攻医の受け入れや医療系学生に対する教育
研修制度を充実させるなど、地域全体の医療の質の向上を図ることで、⼈材育成等における地域貢献をめざして
いきます。
また、⾼齢社会への対応として、第２-２に記載している、介護・福祉関係者との連携強化や、地域包括ケアの推
進と円滑な運用に努めるとともに、第２-１の⻄市⺠病院の役割として、⾼齢化の進んでいる地域において、「治
し・支える医療」の提供に取り組みます。

16 第２

（他病院との連携）
神⼾市⺠病院ほどの規模や専門性の⾼い病院なら、他の病院にかかっていた患者の
受け入れにも力を入れて欲しい。
県立子供病院からの転院を断られ、やっと神⼾大学病院に移る事ができた。
神⼾市⺠だけの問題ではないが、医学界の世界は閉鎖的すぎると感じた。

今回ご意⾒をいただきました個別の事例については判断できかねますが、他院からの転送受入れに関しては、で
きる限り受入れる方向で院内調整をしていますが、入院可能な病床が満床の場合などは、受入れをしかねる場合
もあります。地域医療機関からの依頼内容や病院の状況により受入れの判断を行っています。

17 第２

（外科手術後の療養）
癌治療の外科手術後の療養について、原則的にはチームとして対応にあたって頂い
ていると思います。
しかしながら、外科手術の後の療養については、いろいろな問題が出てきていま
す。そういった外科手術の後の療養について専門的な医師があまりおられないと感
じます。正常であった内蔵機能が外科手術により、一部除去されるとなかなか元の
体調には戻りにくくなっています。
少しでも早く元の体調に戻れる様な医療体制も整備して欲しいと願います。

手術後の療養については、医師だけではなく、さまざまな専門分野を持つスタッフ（看護師、薬剤師、管理栄養
士、ソーシャルワーカー、リハビリ専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）などが一体となり、治療⾯
だけではなく、生活⾯や心の支援に必要な話し合いをすることによって術後の患者支援を行っています。
いただいたご意⾒は神⼾市⺠病院機構にお伝えするとともに、本市としても、患者の皆様の術後の回復期・生活
期におけるQOLの向上につながるよう、今後とも取り組みを強化していきます。
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第４期中期⽬標（案）に対する市⺠意⾒の募集結果

番
号

項⽬ 対応 提出意⾒ 回答

18 第２-１

（救急車の適正利用と消防との連携）
(1)中央市⺠病院の役割
マスコミにも取り上げられている「断らない救急」の現場で尽力されている医療ス
タッフの方々に感謝しています。今後も継続していただくために、一方で問題と
なっている救急車の適正ではない利用を減らしていくことが必要だと考えます。本
来の救急対応のため消防署と連携した取組について検討いただきたい。

本市では、救急車の適正な利用を徹底していただくために、適正利用の意識醸成を⽬的とした、救急安心セン
ターこうべ♯7119（※1）の取り組みや救急広報媒体による情報発信等に努めています。また、救急車の不適正
な利用を是正・抑制するため、区役所等と連携した救急頻回利用者への対策を進めています。今後、緊急性の少
ない事案を⺠間搬送事業者に対応していただけるように、神⼾市病院送迎紹介コールセンター「おくる電」（※
2）を活用し、救急需要が⺠間ニーズに変換される仕組み作りを検討しています。
引き続き、救急車の適正な利用の徹底に努めていきたいと考えています。

（※1）救急安心センターこうべ♯7119：神⼾市域を対象に、急な病気やケガで、今診てくれる病院が分からな
い時や、救急車を呼ぼうか迷った際に、24時間年中無休で相談を受け付ける救急相談ダイヤル。
https://www.city.kobe.lg.jp/a65055/bosai/kyukyuiryo/telephone.html
（※2）「おくる電（でん）」（神⼾市病院送迎紹介コールセンター）：
https://www.city.kobe.lg.jp/a84309/bosai/shobo/ambulance/okuruden.html

19 第２-１ 修正

（慢性疾患・認知症への対応）
(2)⻄市⺠病院の役割
治し支える医療を提供することとあるが、⾼齢化の中では、難しい側⾯があるので
はないかと考えます。低侵襲医療に注⽬すれば、その通りですが、⾼齢者の多くは
慢性疾患を抱えていることが少なくないと考えられるうえ、認知症も増えることか
ら、治すという言葉を使うのは理想的すぎるのではないでしょうか。

ご指摘のとおり、重度の慢性疾患や認知症などを抱える⾼齢者において治癒につながる治療を提供することが難
しいケースはありますが、その上で、⾼齢者のがん治療などにおいて、患者及びご家族の意向を尊重しながら低
侵襲医療による「治す」医療とともに、認知症疾患医療センターにおいて、認知症の進行予防から生活期にいた
るまで「支える」医療に取り組んでいます。
今後も「治す」医療と「支える」医療の両方により、健康寿命の延伸に取り組みます。
なお、中期⽬標中の表現については、いただいたご意⾒をふまえ、「治す」医療と「支える」医療の両方に取り
組むという趣旨をより明確にするため、「治し支える医療」を「治し・支える医療」に修正します。

20 第２-１

（災害対策）
災害対策について、立地的に中央は⼈工島へのアクセスの対策案は工夫されている
のでしょうか。95年の地震の時は通行⽌や液状化があり、神⼾東部地区から⻄へ行
くのも困難だった。市外施設との連携も取れる仕組みがあるか教えて下さい。

災害時のポートアイランドへのアクセス対策については、市街地よりポートアイランドへ通じるルートを神⼾大
橋と港島トンネルの構造形式が異なる２ルート確保し、２ルート同時に不通となるリスクの低減を図っていま
す。また、各ルートの地震への対策として、神⼾大橋は平成22年度に橋脚・支承部の耐震補強を行い、南海トラ
フ巨大地震や内陸直下型地震に耐えられる構造としています。港島トンネルについては、平成11年度の開通当初
より兵庫県南部地震と同程度の地震に耐えられるよう設計がなされています。なお、万一、どちらのルートも通
行不可となった場合であっても、ポートアイランド島内の岸壁や神⼾空港といった、海路や空路でのアクセスが
可能となります。
災害時における医療体制については、災害の内容や規模、被災地域の状況により大きく対応が異なりますが、現
時点では、各病院が加盟する兵庫県自治体病院開設者協議会において、災害初動時の相互応援協力に関する協定
を締結し、他の自治体病院間との連携体制を構築しています。
また、厚生労働省が運用する広域災害救急医療情報システムにより、広域搬送応援の体制が整えられており、市
内においても独自に災害対応病院を指定し、市内での協力体制を整えています。
引き続き、市⺠病院としての使命・役割を十分認識し、災害等の緊急時にも他の医療機関との連携が十分機能す
るよう、常日頃から地域の医療機関や関係機関との連携に努めていくとともに、阪神・淡路大震災等で得た経験
や教訓を活かしていけるよう、取り組みを進めていきます。
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21 第２-１

（災害対策）
(5)共通の役割
阪神淡路大震災の経験等を活かしとありますが、震災だけでなく豪雨や積雪などあ
らゆる自然災害を想定していただきたい。また、3日間以上の食料や医薬品等の備蓄
で必要な対策がとれているといえるでしょうか。最近の災害で被害にあった病院の
状況を参考に、対策を検討していただきたい。

本項⽬については、地震に限らず豪雨や積雪等を含む災害医療全般を想定しており、「阪神淡路大震災の経験
等」という表現としています。
なお、「神⼾市地域防災計画」において、中央市⺠病院は「災害拠点病院」、⻄市⺠病院と⻄神⼾医療センター
は「災害対応病院」と位置づけられており、災害時に混乱なく患者の皆様の受け入れができるよう、震災だけで
なく、火災や停電等を想定した「防災計画」「防災対応マニュアル」を備えるとともに、近年局地的な豪雨、度
重なる台風の上陸など、自然災害が相次いで発生したことを受け、安否を確認するシステムを取り入れる等、状
況に応じた対策を実施しています。
また、厚生労働省より、災害発生時に災害医療を行う医療機関を支援する「災害拠点病院」については、「食
料、飲料⽔、医薬品等について、流通を通じて適切に供給されるまでに必要な量として、３日分程度を備蓄して
おくこと。」が指定要件として示されています。神⼾市⺠病院機構においても、災害発生初期における医療活動
を迅速かつ的確に対応できるよう最低限の資源を確保することとしていますが、いただいたご意⾒は、今後の防
災活動の参考となるよう神⼾市⺠病院機構にお伝えします。

22 第２-１

（新興感染症対応）
「前文」新興感染症への対応は是非推進いただきたいです。新興感染症（未知の感
染症）への対応は、今回の新型コロナウィルス感染症で経験したように世界レベル
（国やグローバル製薬会社）の治療薬開発・ワクチン開発から各医療機関レベルの
専門医充実・病床数確保・・・までスパンが非常に広い中で、神⼾市⺠病院機構が
通常医療機関レベルでなく、より⾼位側（国レベル？）まで分担するのか、新型コ
ロナウィルス感染症対応と中期⽬標を比較して違い（改善点）が分かるようにして
いただきたいです。

新型コロナウイルス感染症の対応において、市⺠病院は本市の感染症対応における中核的な役割を担い、そこで
得られた感染症に関する知⾒や適切な対応方法を市内の医療機関と共有し、連携しながら患者の受け入れを進め
ました。
また、現在、国が2024年からの第8次医療計画の検討を行っているところですが、その中においても、これまで
の5疾病（がん、精神疾患、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病）5事業（救急医療、災害医療、僻地医療、周産期医
療、小児医療）に、新たに感染症対策を加えて5疾病6事業で整理することとされています。
中期⽬標では、これまでのコロナ感染症対策で得た経験をふまえ、第２-１と第５-３に新たに⽬標を定め、新興
感染症対応を強化していきます。

23 第２-２

（東灘区の地域医療体制）
東灘区在住です
東灘区地域連携医療体制はどのようでしょうか

市内には、地域医療支援病院（救急医療や紹介患者に対する医療の提供や、医療機器等の共同利用の実施等を行
い、かかりつけ医等への支援を通じて地域医療の確保を図る病院）が市⺠病院を含め13か所ありますが、東灘区
には１か所あり、地域の医療機関との連携等、地域医療の中核を担う体制を備えています。
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